
社団法人 日本原子力産業会議

専務理事 森   一 久 殿

社団法人 日本青年会議所

エネルギー政 策 委 員 会

委員長 富  田  ‐征

理事長サ ミットご光臨の御礼  |

毒鯰

謹啓 盛夏の侯 貴台には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
常 日頃よ り青年会議所に対 しましては深ぃご理解、 ご指導 を賜

わ り厚 くお礼申 し上 げます。

さて、去 る 7月 24日 の社団法人 日本青年会議所主催青年経済
人会議における原子力発電理事長サ ミッ ト開催に際 しましては、

誠 に御事多い中ご来駕頂 き誠にあ りが どうございました。厚 く御

礼申 し上 げます。

原子力発電問題に関 しま して、数多 くの有益なご高説を拝聴 さ

せて頂 き私共一同深 く感銘 をうけま した。

本年 日本青年会議所では、エネルギー問題特 に原子力発電問題

につ きまして真剣に取 り組んでお りますが、今後 とも研鑽 を重ね

てまいる所存でございます。

ここに貴台の御厚情 に衷心よ り感謝 いた します と共に今後 とも

一層の ご指導 ご鞭撻 を賜わ りますよ ぅお願 い申 し上 げ御礼にかえ

させて頂 きます。

敬  自
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1982年 7月 26日

森 ― 久 殿

社団法人 日本

会 頭 黒川 光博

副会1頭 樋口 武弘

政策室長 青山 孝雄

青年経済大会議運営委員会

委員長 原田 功

拝啓 盛暑の候、員殿にはますますご清祥のこととお塵び申しあげます。

さて、過日小所が開催した1982年度青年経済人会議には、ご多忙のとと

ろお時間をいただき、ご講演くださいまして有難うございました。お蔭様で、

一般市民を含め2000人を越える参加者が、素晴らしい講演に十分感動し、

それぞれの「まちJへ帰つていきました。この成果を機として、私どももさら

に努力を続ける所存です。

とりあえず書中をもちまして、心から御礼申しあげる次第であります:

最後に、員殿のいつそうのご活躍を祈念申しあげます。

敬 具



(換

`

――~~~~´
~́~｀

57. 2. 30〉(250

佳貝京社三一狂―́
~~~



静

）

つ

テ

郵
シ
ン

）／）　　、

年経済人会議
別理事長サミット

ピ
湘
ン

））
　
）



一
■

・・
■
≡
≡
・一一〓
〓
〓
一■
一
・■
・■
一一≡
≡
一

画  ‐ 書企

．
・
　

・
一一
一
．
一

．
　

　

　

　

　

・
　

一
　

　

・

一一一一一一一一・一一一一一・一一一一一一一一一卜一一一一一））

社 団 法 人  ‐

テ , マー別 理

日 本 青 年 会 議 所

事 長‐
・ミ ″ ト

テ =マ 「 原 子 力 発 電|を 考‐た る

‐原発はエネルギニ源のエニスとなり,るか二

）
‐
‐
ト

第 1回

第 2回

第 3回

1982年 1月 24日 (日 )

1982年 4月 11日 (日 )

1982年 7月 24日 (土 )

京 都

東  京

東  京

ェ ネ ル ギ T政 策 委 1員 会



社 団法人 日/1k原子 力産業会議

専務理 事  森   ~  久  殿

/7♂ 2年 /月 3θ 日

ず V
社 団法 人  日/1k青 年 会議所
エ ネルギー政策委員会

委員長   富  田 年  義 彗塾 :

｀

謹 啓  寒 さ厳 しぃ折、貴台 には益 々ご清栄 の こ ととお慶 び 申 し上げ
ます。

さて、過 日の社 団法人 日本青年 会議所京
都会議 にかけ る第 /回 理 事長

サ ミツ ト1/C際 しま しては、 ご多忙の ところご臨席頂 き、
貴重 なご講演 を

賜ゎ り誠に あ りが とうござい ま した。厚 〈
お礼 申 し上げ ます。

今 後共 、私共 エネル ギー政策委員会 に
一層 の ご指導 とご鞭撻 を賜わ りま

す ょぅぉ願い 申 し上げ ます。

貴 台の益 々の ご活躍 をお祈 り申 し上げ ま し
て、お礼の ご挨拶にか えさ

せ ていただ きます。

敬  具


